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研究ノート
民法の流れ図
中　山　秀　登
はじめに
Ａ　編と編との関係
Ｂ　章と章との関係
Ｃ　節と節との関係
Ｄ　款と款との関係
Ｅ　条文と条文との関係
Ｆ　条文（本号，第 2 編物権，第 9 章質権）
むすび
凡例
流れ図については，寺田文行ほか編・高校数学解法辞典，1205頁以下
「コンピュータ」を参照した。同書1206頁によれば，
　は，「はじめ」と「おわり」を示す。
　は，「計算式など処理の内容をかく。」
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流経法学　第１４巻 第 2号
　は，「判断の条件をかきこみ，それによって分岐する。」
ということである。
本稿では，
　　　　　　　　　のばあいに，YはYesすなわち，「はい」を表し，
　　　　　　　　　　NはNoすなわち，「いいえ」を表す。
数字だけ書いてあるばあいは，条文を表し，項は①②などと表す。
注は，⑴⑵・・・などとして表す。
注のなかで，図をもちいて説明する。以下のように，図の意味を決めて
おく。
権利・義務の主体＝
人＝
権利・義務の主体である，人を丸で表すのにたいし，権利・義務の客体は，
何かあることであり，四角形で表す。すなわち，
権利・義務の客体＝
人が，何かある権利を持っている，あるいは義務を負っているというばあ
い，人と権利・義務の客体は，線で結ばれている，と考える。そこで，つ
ぎのように表す。
　　は，権利があることを表す。たとえば，債権。
　　は，所有権があることを表す。所有権は，たとえて言えば，
太い綱である。
民法の流れ図
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　　制限物権の設定は，所有権の太い綱から，一本の糸を取り出
すことを表す。左図で，点線は，制限物権が取り出されてい
る状態を表す。
　　は，占有権があることを表す。
　　は，義務があることを表す。たとえば，債務。
　　は，「売る」，「買う」などの意思表示などを表す。
登記
　　は，不動産にかんする物権の変動の対抗要件を表す。
引渡し
　　は，動産にかんする物権の譲渡の対抗要件を表す。
参考までに，対抗要件を で表したのは，つぎのイメージによる。
中世ヨーロッパの騎士が，片手にもっていた盾のイメージである。相
手からの，攻撃を防ぐ盾の形は，おおよそ逆三角形であった。そこで，逆
三角形の形で，対抗要件を表す。もう一つ，他の例を挙げる。パソコン
のゲームにあるピンボールのなかで，上から落ちてくる球を跳ね返す，ク
リッパーという逆三角形の道具がある。相手方の意思表示が球の動き，と
すれば，球を跳ね返すのが，クリッパー，である。
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第 2編　物権
第 9章　質権
第 1節　総則
第342条
質権の意義
　質権者は，その債権の担保として債務者
または第三者から受け取った物を占有し，
かつ，その物について，他の債権者に先立っ
て，自己の債権の弁済を受ける権利を有する。 ⑴
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⑴　債権者かつ質権者をＡ，債務者かつ質権設定者をＢとする。下図の右
で，Ｂの所有する物の所有権を表す，太い綱から，Ａが質権という一本
の糸を取り出して，自己つまりＡに結びつけている。Ｂの所有権のなか
の点線は，Ａのもつ質権という一本の糸が，抜き出されている状態を
表す。質権の図については，以下同様。水本浩・注釈民法⑴総則・物権
〔第 2版補訂〕312頁によると「質権者は被担保債権の債権者にかぎる。」
債務
債務者
所有権
物
占有権
債権
債権者 質権設定契約
「あなた（B）
の所有する
物に質権を
設定して」
「はい」
ＢがＡに
目的物を
引き渡した。
民法 344 条
参照。
（例）
ＢがＡから
借りた金を
返すこと
Ｂ
給付
Ａ
Ｂ
　所有権（Bの）
－質権（Aの）
占有権 物債権者
かつ質権者
債務者かつ質権設定者
給付
Ａ
質権
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第343条
第344条
質権の目的
　質権は，譲り渡すことができない物を，
その目的とすることができない。
質権の設定
　質権の設定は，債権者に，その目的物を
引き渡すことによって，その効力を生ずる。
民法の流れ図
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第345条
⑴　本条によって，民法183条の占有改定は，禁止される。質権者をA，
質権設定者をＢとする。民法183条を，本条に当てはめると，つぎのよ
うになる。
　　「代理人（Ｂ）が，自己（Ｂ）の占有物（質物）を，以後，本人（Ａ）
のために占有する意思を表示したときは，本人（Ａ）は，これによって
占有権を取得する。」はじめに，民法183条の占有改定を図解する。
〔占有改定〕
質権設定者による代理占有の禁止
　質権者は，質権設定者に，自己に代わって，
質物の占有をさせることができない。 ⑴
所有権
所有権
占有権
売買契約
と賃貸借契約
「売って
借りる」
「買って
貸す」
Ｂ
Ａ
Ｂ
賃貸人
かつ所有者
賃借人
用益
Ａ
自己占有
代理占有
債権
債務
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〔質権設定における，占有改定の禁止〕
所有権
物
占有権占有権
債務
債権
質権設定契約
「はい」
「あなたの所有物
に，質権を設定
して，質物を
占有して」
Ｂ
Ａ
Ｂ
以上のことは，
できない
所有権（Bの）
－質権（Aの）
給付給付
Ａ
質権
債務
債権
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第346条
第347条
質権によって担保される債権の範囲
　質権は，元本，利息，違約金，質権の実
行の費用，質物の保存の費用および債務の
不履行または質物の隠れた瑕疵によって生
じた損害の賠償を担保する。ただし，設定
行為に別段の定めがあるときは，この限り
でない。
質物の留置
　質権者は，前条に規定する債権の弁済を
受けるまでは，質物を留置することができる。
ただし，この権利は，自己にたいして優先
権を有する債権者に対抗することができな
い。
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第348条
転質
　質権者は，その権利の存続期間内において，
自己の責任で，質物について，転質をする
ことができる。この場合において，転質を
したことによって生じた損失については，
不可抗力によるものであっても，その責任
を負う。
⑴
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⑴　転質については，諸学説がある。本稿では，質物の上に，新たに質権
を設定すると考える，質物再度質入説を図解する。山川一陽ほか・口語
民法・新補訂版を参照した。
所有権（Bの）
－質権（Aの）
占有権
「はい」「30万円，貸して。
質物を転質する。」
Ｂ
50万円
支払い
Ａ Ｃ
債務
債権
質権 質物
所有権（Bの）
－質権（Aの）
－転質権（Cの）
占有権 占有権
30万円
支払い
ＡがＣへ
30万円弁済
債権
転質権者
債務
Ｂ
50万円
支払い
Ａ Ｃ
質権 転質権
所有権（Bの）
－質権（Aの）
Ｂ
50万円
支払い
Ａ
質権
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第349条
契約による質物の処分の禁止
　質権設定者は，設定行為または債務の弁
済期前の契約において，質権者に，弁済と
して質物の所有権を取得させ，その他，法
律に定める方法によらないで，質物を処分
させることを約することができない。 ⑴
民法の流れ図
141
⑴　債権者かつ質権者をＡ，債務者かつ質権設定者をＢとする。Ｂが，Ａ
にたいし，30万円支払いの債務があるばあい。以下，弁済期前と，弁済
期後の流質契約を，図解する。
〔弁済期前〕
〔弁済期後〕
所有権（Bの）
－質権（Aの）
「はい」
Ｂ
30万円
支払い
Ａ
債務
「支払え
なければ
Ａの所有」
債権
質権
質物流質契約
占有権
弁済期に
Ｂが支払え
なかった。
Ｂ
30万円
支払い
Ａ
質権
弁済期前の，流質契約は禁止。
占有権
「はい」
流質契約
Ｂ
30万円
支払い
Ａ
債務
「支払え
ないので
Ａの所有」
債権
質権
占有権
Ｂ
Ａ
占有権
所有権
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第350条
第351条
留置権および先取特権の諸規定の準用
　第 296 条から第 300 条まで（留置権者の権
利・義務）および第 304条（物上代位）の規
定は，質権について準用する。
物上保証人の求償権
　他人の債務を担保するため，質権を設定
した者は，その債務を弁済し，または，質
権の実行によって質物の所有権を失ったと
きは，保証債務にかんする規定にしたがい，
債務者にたいして求償権を有する。 ⑴
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⑴　債権者かつ質権者をＡ，債務者をＢ，他人の債務を担保するため，質
権を設定した者すなわち物上保証人をＣとする。
Ｂ
給付
Ａ
債務
債務者
Ｃ
物上保証人
（例）
ＢがＡから
借りた金銭
を返すこと
所有権（Cの）
－質権（Aの）
ＣがＡへ弁済。
または，Ａが
質権を実行。
債権
求償
義務
権利
質権
占有権
質物債権者
かつ
質権者
Ｂ
Ｃ
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流経法学　第１４巻 第 2号
第 2編　物権
第 9章　質権
第 2節　動産質
第352条
⑴　債権者かつ質権者をＡ，債務者かつ質権設定者をＢ，第三者をＣとす
る。
動産質の対抗要件
　動産質権者は，継続して質物を占有しな
ければ，その質権をもって，第三者に対抗
することができない。 ⑴
所有権（Bの）
－質権（Aの）
「私（C）に，動産の
所有権がある」
Ｂ
給付
Ａ
債務
債権
継続
している
占有
質権
占有権
質物である
動産
Ｃ
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第353条
⑴　債権者かつ質権者をＡ，債務者かつ質権設定者をＢ，占有侵奪者をＣ
とする。
質物の占有の回復
　動産質権者は，質物の占有を奪われたと
きは，占有回収の訴えによってのみ，その
質物を回復することができる。 ⑴
所有権（Bの）
－質権（Aの）
Ｂ
給付
ＡＣ
債務
債権
質権
動産
動産
占有権
奪った
占有権
Ｂ Ｃ
給付 占有回収
Ａ
質権
義務
権利 民法 200 条による。
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第354条
⑴　債権者かつ質権者をＡ，債務者かつ質権設定者をＢとする。
動産質権の実行
　動産質権者は，その債権の弁済を受けな
いときは，正当な理由がある場合にかぎり，
鑑定人の評価にしたがい，質物をもって，
ただちに弁済に充てることを，裁判所に請
求することができる。この場合において，
動産質権者は，あらかじめ，その請求をす
る旨を，債務者に通知しなければならない。 ⑴
Ｂ Ｂ
給付
Ａ
債務
所有権（Ｂの）
－質権（Ａの）
債権
質権
占有権
所有権
占有権
質物
Ａ
Ｂが弁済をしない。
Ａが，質物を弁済に
充てる，と裁判所に
請求する旨を，Ａが
Ｂへ通知。
裁判所が許可。
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第355条
⑴　Ａは債務者かつ質権設定者，Ｂ，Ｃは質権者，ＸはＢ，Ｃの占有代理
人とする。山川一陽ほか・口語民法〔新補訂版〕167頁以下，水本浩・
注釈民法⑴総則・物権〔第 2版補訂〕321頁以下，小川英明・基本法コ
ンメンタール〔第 5版〕物権・226頁以下を参照して，図解する。
動産質権の順位
　同一の動産について，数個の質権が設定
されたときは，その質権の順位は，設定の
前後による。 ⑴
Ａ
50万円
支払い
Ｂ
債務債務
債権
Ｃ
債権
Ｘ
所有権（Ａの）
－質権（Ｂの）
－質権（Ｃの）
動産
（100万円相当）
倉庫業者
Ｂの占有代理人かつ
Ｃの占有代理人
占有権
競売
Ａが，Ａ所有の動産につき，Ｂ，Ｃの順で，
質権を設定。Ａは，Ｂ，Ｃのために動産を
保管するようにＸに命じる，指図による
占有移転をした。 Ｃは，20万円支払いの債権に
ついては，無担保となる。
質権 質権
70万円
支払い
20万円
支払い
50万円 50万円
Ｂ Ｃ
Ａ
債権
債務
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流経法学　第１４巻 第 2号
第 2編　物権
第 9章　質権
第 3節　不動産質
第356条
第357条
不動産質権者による使用および収益
　不動産質権者は，質権の目的である不動
産の用法にしたがい，その使用および収益
をすることができる。
不動産質権者による管理の費用等の負担
　不動産質権者は，管理の費用を支払い，
その他，不動産にかんする負担を負う。
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第358条
第359条
不動産質権者による利息の請求の禁止
　不動産質権者は，その債権の利息を請求
することができない。
設定行為に別段の定めがある場合など
　前 3条の規定は，設定行為に別段の定め
があるとき，または，担保不動産収益執行（民
事執行法，第 180 条，第 2号に規定する担
保不動産収益執行をいう。以下，同じ。）の
開始があったときは，適用しない。
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第360条
第361条
不動産質権の存続期間
　不動産質権の設定は，更新することができ
る。ただし，その存続期間は，更新の時から，
10年を超えることができない。
　不動産質権の存続期間は，10年を超えるこ
とができない。設定行為で，これより長い期
間を定めたときであっても，その期間は，10
年とする。
①
②
抵当権の規定の準用
　不動産質権については，この節に定める
もののほか，その性質に反しないかぎり，
次章（抵当権）の規定を準用する。
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第 2編　物権
第 9章　質権
第 4節　権利質
第362条
権利質の目的その他
　前項の質権については，この節に定める
もののほか，その性質に反しないかぎり，
前 3節（総則，動産質および不動産質）の
規定を準用する。
　質権は，財産権を，その目的とすることが
できる。
①
②
⑴
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⑴　債権者かつ質権者をＡ，債務者かつ債権質設定者をＢ，Ｂのもつ債権
についての債務者をＸとする。山川一陽ほか・口語民法・新補訂版170
頁を参照した。
債権 債務
10万円
支払い
消費貸借契約
債権質設定契約
「金銭を貸して。
私（B）のＸに
たいする債権に
質権を設定する。」
Ａは，ＢがＡから借りた金銭を，
返さないばあいにそなえて，Ｘから
10万円を返してもらう，Ｂの債権に
たいして，質権を設定している。
「はい」
Ｂ Ｘ
Ａ
債権（質権を
設定された） 債務
10万円
支払い
債権質
ＸＢ
給付
Ａ
債務
債権
Ｂが債務不履行
ＸがＡへ弁済
10万円
Ｘ
Ａ
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第363条
債権質の設定
　債権であって，これを譲り渡すには，そ
の証書を交付することを要するものを，質
権の目的とするときは，質権の設定は，そ
の証書を交付することによって，その効力
を生ずる。 ⑴
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⑴　債権者かつ質権者をＡ，債務者かつ債権質設定者をＢ，Ｂのもつ債権
についての債務者をＣとする。証書とは，たとえば，借用証書である。
丸山英気・口語物権法・補訂版438頁参照。
債権
証書
占有権
証書
債務
10万円
支払い
消費貸借契約
債権質設定契約
「金銭を貸して。
私（B）のＣに
たいする債権に，
質権を設定する。
証書を交付する。」
ＢがＡへ
証書を
交付した。
「はい」
Ｂ Ｃ
Ａ
債権（質権を
設定された）
債務
10万円
支払い
債権質
占有権
ＣＢ
給付
Ａ
債務
債権
10万円
支払い
債務
債権
民法 366 条 1 項による。
占有権
Ｂが債務
不履行
ＣがＡへ弁済。
ＡがＣへ，証書を
返還（民法 487 条）。
証書
Ｃ
Ａ 10万円Ａ
証書Ｃ
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第364条
⑴　債権者が特定している債権を，指名債権という。Ｂは，Ａから100万
円を借り受けた。Ｂは，Ｃにたいして持つ100万円支払いの指名債権に
ついて，Ａにたいする債務の担保として，Ａにたいし，質権を設定した。
水本浩・注釈民法⑴〔第 2版補訂〕326頁以下，丸山英気・口語物権法
〔補訂版〕441頁以下，林良平・注釈民法⑻物権⑶349頁以下を参照して，
図解する。
指名債権を目的とする質権の対抗要件
　指名債権を，質権の目的としたときは，
第 467 条の規定にしたがい，第三債務者に，
質権の設定を通知し，または，第三債務者が，
これを承諾しなければ，これをもって，第
三債務者その他の第三者に対抗することが
できない。 ⑴
100万円
支払い
債権質設定契約
債権
「私（B）のＣに
たいする債権に
質権を設定する」
「はい」
債務
ＣＢ
Ａ
債務
債権
100万円
支払い
156
流経法学　第１４巻 第 2号
債権（質権を
設定された）
債務
債務
債権
ＢがＣへ
質権の設定を
通知。または，
Ｃが承諾。 「私（C）に，
債務は，ない。」
「私（D）には，Bから
譲り受けた債権がある。」
民法 467 条 2 項による。
その他の第三者
（たとば，Cの一般
債権者）
第三債務者
100万円
支払い
債権質
ＣＢ
100万円
支払い
Ａ
100万円
支払い
通知
または
承諾
確定日付の
ある証書に
よる通知
または
承諾
債権質
Ｃ
Ｄ
Ｂ
100万円
支払い
Ａ
民法の流れ図
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⑴　債権者かつ質権者をＡ，債務者かつ質権設定者をＢ，Ｂが有する指図
債権の債務者すなわち第三債務者をＣとする。水本浩・注釈民法⑴総
則・物権〔第 2版補訂〕327頁以下によれば，指図債権とは，特定の人
または，その指図する人に弁済すべき証券的債権である。
指図債権を目的とする質権の対抗要件
　指図債権を質権の目的としたときは，そ
の証書に，質権の設定の裏書をしなければ、
これをもって，第三者に対抗することがで
きない。 ⑴
指図
債権質設定契約
債権
証書
「私（B）のＣに
たいして有する
指図債権に，
質権を設定する」
「はい」
債務
ＣＢ
Ａ
債務
債権
給付
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債権（質権を
設定された） 債務債務
債権
Ｂが裏書した。
「指図債権は，私（D）に
帰属する。」
指図
債権質
証書
証書
ＣＢ
給付
Ａ
指図
裏書
債権質
Ｃ
Ｄ
Ｂ
給付
Ａ
民法の流れ図
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質権者による債権の取り立てなど
　債権の目的物が，金銭でないときは，質権
者は，弁済として受けた物について，質権を
有する。
　質権者は，質権の目的である債権を，直接
に取り立てることができる。
①
　債権の目的物が，金銭であるときは，質権
者は，自己の債権額に対応する部分にかぎり，
これを取り立てることができる。
②
　前項の債権の弁済期が，質権者の債権の弁
済期前に，到来したときは，質権者は，第三
債務者に，その弁済をすべき金額を供託させ
ることができる。この場合において，質権は，
その供託金について存在する。
③
④
⑴
⑵
⑶
⑷
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⑴　以下，⑵，⑶，⑷を含めて，債権者かつ質権者をＡ，債務者かつ質権
設定者をＢ，第三債務者をＣとする。
　ＡがＢにたいし，10万円支払いの債権をもっている。そのさい，Ｂが，
Ｃにたいして持っている10万円支払いの債権について，質権を設定し，Ａ
が債権質をもったばあい。
債権（質権を
設定された） 債務債務
債権
債務
債権
Ｂが，Ａに
たいし，
債務不履行。
債権質
ＣＢ
10万円
支払い
10万円
支払い
Ａ
Ｃ
Ａ
10万円
支払い
民法の流れ図
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⑵　山川一陽ほか・口語民法・新補訂版172頁，丸山英気・口語物権法・
補訂版444頁を参照した。
債権（質権を
設定された） 債務債務
債権
債務
債権
Ｂが，Ａに
たいし，
債務不履行。
Ａは，Ｃにたいし，元本については，
1万円だけ請求できる。民法 346 条を参照。
債権質
ＣＢ
1万円
支払い
10万円
支払い
Ａ
Ｃ
Ａ
1万円
支払い
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⑶　林良平・注釈民法⑻・物権⑶361頁，吉岡幹夫・小林明彦補訂・基本
法コンメンタール・物権〔第五版〕236頁を参照した。
〔弁済期は到来〕
債権（質権を
設定された）
〔弁済期は
未到来〕
債務債務
債権
Ａが，Ｃへ
供託を請求。
Ｃが，供託。
債権質
ＣＢ
1万円
支払い
10万円
支払い
Ａ
債権（質権を
設定された）
供託所
債務債務
債権
債権質
ＤＢ
1万円
支払い
供託金
10万円
支払い
Ａ
民法の流れ図
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⑷　水本浩・注釈民法⑴総則・物権〔第 2版補訂〕328頁，林良平・注釈
民法⑻物権⑶363頁を参照した。
権利（質権が
設定された） 義務
債務
所有権 占有権
債権
権利質
ＣＢ
500万円
支払い
買主の
地位
建物の
引渡し
Ａ
債務
債権
質権
占有権
Ｃが，建物を
Ａへ引き渡した。
ＣＢ
500万円
支払い
Ａ
所有権（Ｂの）
－質権（Ａの）
Ｂ
500万円
支払い
Ａ
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第367条および第368条
削除
